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　高原町議会では、平成２３年９月議会におきまして、議会の活性化や果たす役割をさらに明確化すること

を目的に、議会改革特別委員会を設置しました。

　議会改革に当たり、町民皆様の議会に対する現状認識やご意見等を踏まえた議会改革を行うために、町民

の方を対象にしたアンケート調査を実施しましたので、その結果についてご報告します。

　１　調査の概要             

　　（１）調査地域　　　　　　町内全地域            

　　（２）調査対象　　　　　　町内在住者　（平成２４年４月１５日現在）            

　　（３）調査対象者数　　　　６００名　（男＝３００名 ・ 女＝３００名）            

　　（４）抽出方法　　　　　　住民基本台帳より無作為抽出            

　　（５）調査期間　　　　　　平成２４年５月７日～５月３１日            

　　（６）調査方法　　　　　　郵送による配布および回収            

　２　回収結果

　３　調査結果表・・・別　表             

　

　４　主な問い区分における集計結果と意見について           

　　（１）町民の議会に対する認識度について           

　　　　○　問　５　議会に関心がありますかについては、「関心がある」と「少し関心がある」とを合わ

　　　　　　　　　　せると７６．３％となり、「関心がない」の２２．８％の中には、仕事の都合で議会

　　　　　　　　　　の傍聴ができないとの意見があった。         

　　　　○　問　７　議会だよりを読んでいるかについては、「全部読んでいる」と「関心のある記事だけ

　　　　　　　　　　を読む」を合わせると７０．７％となった。          

　　　　○　問１０　町議会議員の活動内容に満足しているかについては、「不満」が３４．９％で「満足」

　　　　　　　　　　の１２．５％を大きく上回り、意見も議員の勉強不足。議員発議がない。高原町がよ

　　　　　　　　　　くならない等の意見があった。

　　　　○　問１１　現在の町議会を評価するかについては、「評価する」と「ある程度評価する」を合わ

　　　　　　　　　　せると３６．６％、「あまり評価しない」と「まったく評価しない」を合わせると

　　　　　　　　　　２５．５％、「わからない」は３７．１％となった。         

　　　　　　　　　　「あまり評価しない」「まったく評価しない」の意見の中には、議会の報告がされな

　　　　　　　　　　い。町を発展させようとする努力が足りない。執行部とのなれ合い。執行部の提案に

　　　　　　　　　　賛成するだけ。議会での論議が深まっていない。議員の日頃の活動が不足していると

　　　　　　　　　　の意見があった。         

　　

高原町議会に関するアンケート調査の結果について       
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　　（２）町民と議会との意思疎通について          

　　　　○　問１２　町議会に町民の声が反映されていると思いますかについては、「反映されている」と「あ

　　　　　　　　　　る程度反映されている」を合わせると４０．１％、「反映されていない」が２６．３％、

　　　　　　　　　　「わからない」は ３３．６％となった。意見として、「反映されていない」の中には、若

　　　　　　　　　　者が意見する場（若い候補者＝議員）がない。        

　　　　　　　　　　高原町がなにも変わらないからそう思うとの意見もあった。        

       

　　（３）　議員の定数や処遇について         

　　　　○　問１４　町議会議員の定数（１０人）についてどう思いますかについては、「適当」と「少ない」

　　　　　　　　　　を合わせると４１．８％、「多い」が３３．２％、「わからない」が１５．９％となった。        

　　　　　　　　　　意見は、人数よりもどれだけ町に貢献しているかではないのかの１件のみであった。

　　　　○　問１５　町議会議員の報酬についてどう思いますかについては、「適当」と「低い」が合わせて

　　　　　　　　　　２９．７％に対し、「高い」が４０．９％となった。「わからない」は２０．３％だった。        

　　　　　　　　　　意見として、「適当」、「低い」の中では、議会及び議員として内容が伴っていれば良い。

　　　　　　　　　　報酬が低いと意見を持っていても議員に出馬する人が少なくなる。「高い」の中では、報

　　　　　　　　　　酬ほどの役割をしていない。報酬以外にも収入を得ているので引き下げるべき。日当制に

　　　　　　　　　　したら良い。「わからない」の中では、議会の活動そのものがわからないとの意見があった。        

　　

　　（４）　町議会の改革について         

　　　　○　問１６　議会の改革が必要だと思いますかについては、「必要」が５６．０％となった。          

　　　　　　　　　　意見として、執行部の議案を審議するばかりでなく、議員活動による政策立案などをして

　　　　　　　　　　ほしい。議会報告会や各種団体との意見交換会が必要。議員は勉強し自らの質を高めても

　　　　　　　　　　らいたい。質の高い人材が議会に参加できるよう報酬体系の確立を望む。議会改革特別委

　　　　　　　　　　員会が設立され議員の質が高まることを期待するとの意見もあった。         

 　 ※　（意見については、共通（類似）した内容の意見を主に記述しています。）          

　

　　５　アンケート結果の閲覧について         

　　　　　アンケート結果表と問いごとのすべての意見等については、年代別に集約したものが、役場３階議会

　　　　事務局においてありますので、遠慮なく閲覧ください。        

　　　　　なお、閲覧される方は、事前に議会事務局（ＴＥＬ４２−５１３８）までご連絡ください。

　　

　            

　　　今回のアンケート調査につきましては、町内２０歳以上の男女３００名ずつ６００名（無作為抽出）の方

　　に調査をお願いしましたところ、２３２名（回収率３８．７％）の方から議会や議員に対する思いや受け止

　　め方をはじめ、あらゆる視点からの貴重なご意見をいただきました。            

　　　この調査結果は、全町民皆様の総意として真摯に受け止め、これからの議会改革に反映していきたいと思

　　っています。           

　　　現在、議会改革特別委員会では、作業部会を設け諸事項の検討を行っているところであります。今後にお

　　きましても、議会への要望やご提言等ありましたら遠慮なく申し出てください。           

　　　最後になりましたが、今回のアンケート調査にご協力くださいました皆様に心からお礼申しあげます。あ

　　りがとうございました。       

       

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     高　原　町　議　会   
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高原町議会に関するアンケート調査
・・・・・結   果   集   計   表・・・・・

問１　あなたの性別を教えてください。

問３　あなたのお住まいについて教えてください。

問２　あなたの年齢を教えてください。

高原町議会
議会改革特別委員会

配布者数

不明不明

不明

回答者数 回収率600人

2人

5人

女

122人
52.6%

高原小学校区
135人
58.2%

広原小学校区
40人
17.2%

狭野小学校区
30人
12.9%

後川内小学校区
25人
10.8% 0.9%

60歳代

63人
27.2%

50歳代

47人
20.3%

40歳代

43人
18.5%

70歳代
以上
36人
15.5%

30歳代

26人
11.2%

20歳代

12人
5.2% 2.1%2.1%

男

45.3%
105人 5人

232人 38.7%

女
52.6%

男
45.3%

不明
2.1% 30 歳代

11.2%

20 歳代
5.2%

不明
2.1%

60 歳代
27.2%

50 歳代
20.3%40 歳代

18.5%

70 歳代
以上
15.5%

高原小学校区
58.2%広原小学校区

17.2%

狭野小学校区
12.9%

後川内小学校区
10.8%

不明
0.9%

別 表
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問４　町議会の会議を見たり、聞いたりしたことがありますか。（複数回答）

問５　町議会に関心がありますか。

問６　町議会は町民に対して開かれていると
　　    思いますか。

問７　町議会だよりを読んでいますか。

※ 見たり、聞いたりした回数

10 回以下
ほとんど見ている

５回以下 16人
１回以下 13人

5人
4人

傍聴したこと
がない
189人
79.4%

町立病院の
テレビで見た

7.1%
17人

議場で
傍聴した

7.1%
17人

役場１階の
テレビで見た

3.4%
8人

委員会などを
傍聴した

0.9%
2人

無回答

2.1%
5人

※  「関心がない」を選んだ理由

その他
仕組みがわからない 21人
興味がない 19人

4人

わから
ない
124人
53.5%

開かれ
ている
52人
22.4%

開かれて
いない
50人
21.6%

その他

5人
2.1%

無回答

1人
0.4%

関心が
ない 無回答少し関心がある

110人
47.4% 22.8%

53人
0.9%
2人

関心が
ある

28.9%
67人

町立病院の
テレビで見た
7.1%

議場で傍聴した
7.1%

役場１階のテレビ
で見た
3.4%

委員会などを
傍聴した
0.9%

無回答
2.1%

関心のある記事
だけを読む

120人
51.7%

全部読ん
でいる

44人
19.0%

ほとんど
読んで
いない

35人
15.1%

知らない・
みたこと
がない

13人
5.6%

無回答

20人
8.6%

傍聴したことがない
79.4%

少し関心がある
47.4%

関心がある
28.9%

無回答
0.9%

関心がない
22.8%

無回答
0.4%

その他
2.1%

わからない
53.5%開かれている

22.4%

開かれて
いない
21.6%

関心のある記事
だけを読む
51.7%全部読んで

いる
19.0%

ほとんど読んで
いない
15.1%

知らない・見た
ことがない
5.6%

無回答
8.6%
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問８　町議会だより以外で議会に関する情報を得ていますか。

問９　町議会議員の選挙の投票に行きますか。

問 10      町議会議員の活動内容に満足していますか。

※  「不満」を選んだ理由（複数回答）

※「行かない」を選んだ理由

※  「得ている」を選んだ人の得る方法（複数回答）

その他
議員個人の報告等 36人
高原町のホームページ（高原町議会） 7人

4人

得ていない

70.3%
163人

得ている

21.1%
49人

無回答

8.6%
20人

76.3%
177人

10.3%
24人

5.6%
13人

7.8%
18人

得ていない
70.3%

得ている
21.1%

無回答
8.6%

必ず行く

議員活動がわからない 64人
意見が反映されない 16人

その他 9人

わからない
104人
44.8%

不満
81人
34.9%

満足
29人
12.5%

無回答
18人
7.8%

誰がよいかわからない 6人
選挙に関心がない 3人

その他 3人

忙しくて選挙に行けない 1人

気が向いたら行く 行かない 無回答

必ず行く
76.3%

気が向いたら
行く
10.3%

行かない
5.6%

無回答
7.8%

わからない
44.8%

不満
34.9%

満足
12.5%

無回答
7.8%
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問 11　現在の町議会を評価しますか。

問 12　 町議会に町民の声が反映されていると思いますか。

問 13　 町議会議員に自分の意見や要望を伝えていますか。 ○伝えている（複数回答）

○伝えていない（複数回答）

※  「反映されてない」を選んだ理由（複数回答）

伝える手段がわからない 62人

意見や要望が特にない 45人

親しい議員がいない 44人
意見や要望をしても実現しない 33人

直接役場に伝えている 14人

議員に遠慮して伝えられない 10人

その他 8人

直接会う 35人

その他 6人
電話や FAX 4人

伝えていない
173人
74.5%

伝えている
47人
20.3%

無回答
12人
5.2%

町民との対話の場がない 45人

請願・陳情等の要望事項への対応が不十分 11人
意見書等の町民提案への対応が不十分 10人

その他 4人

わからない

86人
37.0%

あまり評価しない

47人
20.3%

ある程度評価する

72人
31.0%

13人
5.6%

評価する

81人
34.9%

ある程度反映
されている

78人
33.6%

わから
ない

61人
26.3%

反映
されて
いない

12人
5.2%

反映
されて
いる

12人
5.2%

まったく評価しない

2人
0.9%

無回答 わからない
37.0%

あまり評価
しない
20.3%

ある程度評価する
31.0%

評価する
5.6%

まったく
評価しない
5.2%

無回答
0.9%

ある程度反映
されている
34.9%

わからない
33.6%

反映されている
5.2%

反映されて
いない
26.3%

伝えていない
74.5%

伝えている
20.3%

無回答
5.2%
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問 14　町議会議員の条例定数についてどう思いますか。

問 15　町議会議員の議員報酬についてどう思いますか。 問 16　町議会の改革が必要だと
　　　　　　　　　　　思いますか。

※　「必要」を選んだ人の必要だと思う具体的な改革（複数回答）

※  適当と思う定数
適当

議員の報酬を見直す 69人
議員の定数を見直す 64人

町民の声を反映できる意見交換会を行う 62人

議会の行政チェック機能や監視の強化 39人

議員による議会報告会を行う 38人

議員の質を高めるために研修を充実させる 25人

インターネットなどで議会中継を見られるようにする 25人
議会を夜間や休日にも開く 23人

議会の審査機能の向上、政策提言機能を強化する 18人

議会だより・ホームページを充実させる 14人

その他 6人

年４回の定例会から通年議会（定例会の会期を１年として閉会期間を
なくし、必要に応じて本会議・委員会を開けるようにする制度）への移行 23人

多い 無回答

93人 77人 21人

高い

95人
40.9%

適当

59人
25.4%

わから
ない
47人
20.3%

低い

10人
4.3%

無回答

21人
9.1%

必要 無回答

8人 42人
7人 12人
6人 8人
5人 7人

8人～9人 2人

4人 2人

12人 2人

3人 1人

16人 1人
15人 1人

130人 16人
56.0%

わから
ない
76人
32.8%

不要

10人
4.3% 6.9%

40.1% 33.2%

わから
ない
37人
15.9%

少ない

4人
1.7% 9.1%

※　「議員による議会報告を行う」を選んだ人の開催内容の希望

地元住民との意見交換等 26人
定例会議の結果 11人

その他 1人

適当
40.1%

高い
40.9%

必要
56.0%

わからない
20.3%

わからない
32.8%

不要
4.3%

無回答
6.9%

適当
25.4%

多い
33.2%

少ない
1.7%

無回答
9.1%

わからない
15.9%

低い
4.3%

無回答
9.1%
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般 

質 

問

◎
病
後
児
保
育
に
つ
い
て

︵
問
︶
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
子
供
の
病
気
時

に
50
％
以
上
の
方
が
、
仕
事
を
休
ん

だ
と
回
答
し
て
い
る
。
又
、
保
育
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
希
望
で
は
、
病
児
・

病
後
児
保
育
が
一
番
多
い
。
子
供
が

安
心
し
て
静
養
で
き
る
環
境
を
つ
く

り
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育
、
看

護
を
行
い
、
子
育
て
と
就
労
支
援
を

行
う
こ
の
事
業
を
本
町
で
も
実
施
を
。

︵
答
︶
平
成
26
年
度
設
置
に
向
け
検

討
す
る
。

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

︵
問
︶
第
５
次
総
合
計
画
策
定
に
あ

た
り
実
施
さ
れ
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
﹁
住
み
に
く
い
﹂
の
理
由
に
買

い
物
や
交
通
が
不
便
と
回
答
さ
れ
て

い
る
。
町
民
の
足
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
な
ど
公
共
交
通
の

あ
り
方
の
再
検
討
を
。

︵
答
︶
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
公

共
交
通
の
あ
り
方
を
総
合
的
に
議
論

す
る
。

温谷 文雄議員

宮司  　  議員

中村    昇議員

◎
少
子
化
対
策　

乳
幼
児
医
療
費
助

　

成
に
つ
い
て

︵
問
︶
県
内
で
は
、
県
が
就
学
前
ま

で
入
院
、
通
院
の
助
成
を
始
め
た
こ

と
で
独
自
で
助
成
を
充
実
、
拡
充
す

る
市
町
村
が
増
え
て
い
る
。
入
院
で

中
学
卒
業
ま
で
が
１
市
７
町
２
村
、

通
院
で
７
町
村
、
小
学
卒
業
ま
で
入

院
が
２
市
と
な
っ
て
い
る
。
本
町
で

も
助
成
の
拡
充
を
。

︵
答
︶
多
額
の
費
用
が
必
要
で
、
今

後
検
討
す
る
。

◎
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

︵
問
︶
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
家

庭
へ
の
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も

の
。
町
の
ニ
ー
ズ
調
査
で
は
、
育
児

な
ど
に
つ
い
て
﹁
非
常
に
不
安
を
感

じ
る
﹂
な
ど
と
49
％
が
回
答
し
て
い

る
。
旧
野
尻
町
で
は
10
年
前
か
ら
実

施
さ
れ
、
育
児
相
談
の
ほ
か
各
家
庭

に
出
向
く
巡
回
訪
問
を
行
い
、
子
育

て
支
援
が
な
さ
れ
て
い
る
。
県
内
で

は
９
市
９
町
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、

本
町
で
も
設
置
す
べ
き
で
は
。

︵
答
︶
早
く
実
現
で
き
る
よ
う
検
討

す
る
。

◎
後
谷
橋
の
架
け
替
え
を
県
に
陳
情

　

を
︵
問
︶
昭
和
35
年
に
竣
工
し
た
蒲
牟

田
橋
は
、
平
成
５
年
９
月
台
風
13
号

で
流
失
し
た
。
後
谷
橋
は
昭
和
34
年

２
月
に
竣
工
し
、
豪
雨
や
台
風
・
地

震
等
で
崩
壊
し
た
ら
大
変
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
補
強
は
さ
れ
た
も
の
の

幅
員
は
狭
く
大
型
車
は
離
合
で
き
な

い
。
後
谷
橋
の
親
柱
は
今
も
生
傷
が

絶
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
橋
の

上
流
・
下
流
と
も
河
川
改
修
が
さ
れ

川
幅
は
広
が
っ
て
い
る
の
に
県
は
後

谷
橋
の
架
け
替
え
の
予
定
も
計
画
も

無
い
と
の
こ
と
。
地
域
住
民
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
と
し
て
ま
た
大
型
車
の
交

通
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。

町
の
対
応
は
。

︵
答
︶
小
林
土
木
事
務
所
に
改
良
の

要
望
を
行
う
。

◎
町
の
シ
ン
ボ
ル
に
つ
い
て

︵
問
︶
町
の
鳥﹁
仏
法
僧
﹂、
町
の
花

﹁
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
﹂に
つ
い
て
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
小
学
校
３
・
４

年
生
の
副
読
本
の
説
明
で
は
、
仏
法

僧
は
狭
野
神
社
の
杉
並
木
に
棲
息
す

る
渡
り
鳥
で
、
毎
年
５
月
上
旬
に
飛

来
し
て
繁
殖
し
、
９
月
上
旬
に
飛
び

去
る
。
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
は
、
霧
島

山
灌
木
地
帯
に
広
く
分
布
す
る
と
あ

る
。
野
鳥
に
詳
し
い
専
門
家
に
よ
る

と
、
高
原
町
に
は
約
20
年
間
飛
来
し

て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
ま
た

キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
は
江
戸
時
代
に
サ

タ
ツ
ツ
ジ
を
改
良
し
た
園
芸
種
で
あ

り
ク
ル
メ
ツ
ツ
ジ
と
同
様
で
あ
る
と

専
門
家
は
言
う
。
園
芸
種
が
霧
島
山

系
に
自
生
し
て
い
る
は
ず
が
な
い
が
。

︵
答
︶
仏
法
僧
は
、
町
に
は
昭
和
50

年
代
後
半
を
最
後
に
飛
来
し
て
い
な

い
が
、
再
び
御
池
野
鳥
の
森
や
狭
野

神
社
周
辺
に
帰
巣
す
る
こ
と
を
期
待

し
当
面
の
間
こ
の
ま
ま
に
し
て
置
き

た
い
。
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
は
、
園
芸

種
で
あ
り
霧
島
山
系
に
は
分
布
し
て

い
な
い
。
今
後
、
町
の
花
の
名
称
を

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
に
改
め
る
。

▲ミヤマキリシマ

◎
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
加
盟

　

の
ま
ち
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て

︵
問
︶
美
し
い
村
加
盟
の
目
的
の
中

に
将
来
に
わ
た
っ
て
美
し
い
地
域
づ

く
り
を
行
い
、
観
光
的
な
付
加
価
値

を
高
め
地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す

る
と
あ
る
。
加
盟
し
て
７
年
、
目
的

達
成
の
た
め
に
ま
ち
づ
く
り
条
例
の

制
定
を
急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
。

︵
答
︶
景
観
行
政
団
体
と
し
て
今
、

策
定
中
で
あ
る
高
原
町
景
観
計
画
の

中
で
課
題
等
の
整
理
を
行
っ
た
後
、

美
し
い
村
加
盟
の
ま
ち
と
し
て
の
条

例
を
制
定
し
た
い
。

︵
問
︶
計
画
策
定
は
も
っ
と
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
出
来
な
い
か
。

︵
答
︶
今
年
度
中
に
地
域
協
議
会
の

設
置
や
コ
ン
サ
ル
に
よ
る
調
査
を
行

い
た
い
。

◎
御
池
皇
子
港
に
お
け
る
民
間
の
食

　

堂
施
設
に
つ
い
て

︵
問
︶
建
設
さ
れ
て
い
る
３
棟
の
施

設
は
閉
店
さ
れ
た
ま
ま
で
老
朽
化
も

し
て
お
り
景
観
上
も
好
ま
し
く
な
い
。

当
地
域
は
法
定
外
公
共
用
財
産
と
し

て
町
の
管
理
と
な
っ
て
い
る
が
条
例

に
基
づ
く
使
用
許
可
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

9

◎
Ｊ
Ｒ
吉
都
線
開
通
１
０
０
周
年
記

　

念
事
業
に
つ
い
て

︵
問
︶
本
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
歌
人

の
斎
藤
茂
吉
が
吉
都
線
に
乗
り
、
高

原
駅
で
詠
ん
だ
歌
を
歌
碑
に
し
て
建

立
し
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
。

︵
答
︶
実
行
委
員
会
で
各
種
の
提
言

を
い
た
だ
き
た
い
。



前原 淳一議員

︵
答
︶
２
つ
の
法
人
に
使
用
許
可
を

し
て
い
る
。

︵
問
︶
利
用
さ
れ
ず
に
長
い
期
間
が

経
過
し
て
い
る
が
許
可
を
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
改
修
や
開
店
の
時
期
等

が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
か
。

︵
答
︶
今
、
計
画
中
で
も
う
少
し
時

間
が
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

︵
問
︶
本
町
の
重
要
な
観
光
拠
点
で

も
あ
る
。
町
に
お
い
て
皇
子
港
一
帯

の
整
備
計
画
を
示
し
、
早
急
な
対
応

を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

︵
答
︶
民
間
任
せ
で
な
く
連
携
し
て

い
き
た
い
。

◎
男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み
に
つ

　
い
て

︵
問
︶
地
方
分
権
の
進
行
と
多
様
化

す
る
生
活
環
境
の
中
で
、
男
女
共
同

参
画
の
推
進
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
町
に

お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

︵
答
︶
平
成
23
年
３
月
に
男
女
共
同

参
画
推
進
本
部
を
設
置
し
た
。

◎
工
事
入
札
の
あ
り
方
に
つ
い
て

︵
問
︶
土
木
工
事
で
は
重
機
類
を
持

た
ず
、
い
わ
ゆ
る
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ

バ
ー
の
業
者
が
受
注
し
て
お
り
、
不

公
平
と
の
声
が
き
か
れ
る
。

︵
答
︶
施
工
能
力
の
あ
る
業
者
を
厳

正
に
選
考
し
て
い
る
。

◎
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
な
復
旧
工

　
事
の
業
者
選
定
に
つ
い
て

︵
問
︶
特
定
の
業
者
が
集
中
し
て
受

注
し
て
い
る
の
で
は
。

︵
答
︶
今
後
と
も
公
平
に
行
い
た
い
。

◎
工
事
予
定
価
格
の
公
表
に
つ
い
て

︵
問
︶
事
後
公
表
は
癒
着
や
官
制
談

合
に
発
展
し
か
ね
な
い
。
事
前
公
表

に
す
る
べ
き
で
は
。

︵
答
︶
現
行
の
事
後
公
表
と
す
る
。

◎
町
道
二
葉
並
木
線
の
道
路
拡
張
に

　
つ
い
て

︵
問
︶
畜
産
試
験
場
前
か
ら
並
木
郵

便
局
間
の
カ
ー
ブ
は
危
険
な
状
況
に

あ
る
。

︵
答
︶
警
察
と
協
議
し
、
現
在
と
り

得
る
対
策
を
検
討
す
る
。

︵
問
︶
こ
こ
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
車
の
流
れ
が
戻
り
商
店
街
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

︵
答
︶
本
町
の
財
政
状
況
と
照
ら
し

合
わ
せ
検
討
す
る
。

年
度
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
ネ
ッ
ト
の

設
置
を
予
定
し
て
い
る
。
国
・
県
と

相
談
し
な
が
ら
積
極
的
な
対
策
を
講

じ
て
い
く
。

◎
小
中
学
生
の
携
帯
電
話
の
所
持
及

　
び
ル
ー
ル
に
つ
い
て

︵
問
︶
所
持
率
は
何
％
か
。

︵
答
︶
昨
年
10
月
時
点
で
小
学
５
・

６
年
生
の
平
均
が
10
・
7
％
、
中
学

１
年
か
ら
3
年
生
が
20
・
6
％
だ
。

︵
問
︶
ゲ
ー
ム
料
金
の
限
度
額
と
親

子
間
で
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
調
査
を

し
て
い
る
の
か
。

︵
答
︶
﹁
ル
ー
ル
を
決
め
て
い
る
﹂

が
小
学
校
で
44
％
、
中
学
校
で
47
％

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
保
護
者
へ

の
啓
発
を
お
こ
な
っ
て
い
く
。

︵
問
︶
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
学
べ
る

教
材
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
利
用
し
な

が
ら
保
護
者
を
含
め
指
導
す
る
必
要

が
あ
る
。

︵
答
︶
た
い
へ
ん
大
事
な
問
題
で
あ

り
町
内
で
問
題
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
指
導
を
し
っ
か
り
し
て
い
く
。

総 

括 

質 

疑

に
は
把
握
で
き
て
い
な
い
の
に
、
高

原
町
内
の
み
資
産
を
有
す
る
分
の
み

課
税
す
る
の
は
お
か
し
い
。
ま
た
町

に
於
い
て
も
こ
の
制
度
は
不
平
等
だ

と
認
め
て
い
る
。
県
内
で
も
３
市
町

は
資
産
割
の
制
度
は
撤
廃
し
て
い
る
。

資
産
割
を
撤
廃
す
べ
き
だ
が
。

︵
答
︶
資
産
割
の
課
税
は
不
公
平
で

あ
り
今
年
度
３
％
減
じ
た
。
撤
廃
に

つ
い
て
今
後
、
国
保
運
営
協
議
会
等

で
協
議
す
る
。

議
案
第
43
号

○
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

︵
第
２
号
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
司
　
　
議
員

︵
問
︶
農
業
費
の
地
域
新
需
要
シ
ス

テ
ム
推
進
事
業
の
高
原
町
農
業
再
生

協
議
会
補
助
金
と
は
。

︵
答
︶
今
ま
で
の
高
原
町
水
田
農
業

推
進
協
議
会
か
ら
の
移
行
で
あ
り
、

更
に
営
農
セ
ン
タ
ー
も
統
合
し
作
物

の
振
興
・
担
い
手
づ
く
り
・
農
地
利

用
等
の
取
り
組
み
を
行
う
目
的
で
設

置
し
た
。

︵
問
︶
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
適
用
は
。

︵
答
︶
農
業
後
継
者
不
足
、
耕
作
放

棄
地
の
解
消
を
目
的
に
、
経
営
開
始

型
と
準
備
型
が
あ
り
町
内
で
は
９
営

農
組
合
が
該
当
す
る
。
経
営
開
始
型

は
、
農
業
を
始
め
て
か
ら
５
年
間
、

準
備
型
は
就
農
を
目
的
に
指
定
す
る

農
業
研
修
機
関
等
で
２
年
間
研
修
す

る
こ
と
が
義
務
で
あ
る
。
共
に
45
歳

未
満
で
年
１
５
０
万
円
支
給
さ
れ
る
。

︵
問
︶
今
回
の
教
育
費
の
補
正
が
、

当
初
予
算
に
反
映
さ
れ
た
場
合
の
補

10

︵
問
︶
本
町
の
各
種
審
議
会
に
お
け

る
女
性
の
登
用
率
は
県
内
で
も
相
当

低
い
方
に
あ
る
が
ど
ん
な
対
策
が
と

ら
れ
て
い
る
か
。

︵
答
︶
本
町
の
審
議
会
の
女
性
の
登

用
率
は
本
年
４
月
現
在
委
員
総
数

１
８
５
名
の
う
ち
、
15
名
で
８
・
１
％

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
委
員
の
条

件
に
し
ば
り
の
な
い
審
議
会
に
つ
い

て
は
次
期
の
改
選
時
に
女
性
を
登
用

し
て
い
き
た
い
。

▲御池皇子港の閉店している民間食堂施設

▲並木リック前

◎
獣
害
対
策

︵
問
︶
町
内
全
域
の
被
害
農
地
に
入

り
込
ま
せ
な
い
た
め
に
大
が
か
り
な

ネ
ッ
ト
を
。

︵
答
︶
昨
年
度
か
ら
祓
川
地
区
を
モ

デ
ル
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
今

議
案
第
38
号
　

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
温
谷
文
雄
議
員

︵
問
︶
国
保
税
の
課
税
算
定
に
於
い

て
、
他
市
町
村
に
資
産
を
有
す
る
方



助
額
は
。

︵
答
︶
学
校
施
設
整
備
事
業
の
対
象

面
積
に
変
更
が
な
い
の
で
、
補
助
額

に
変
化
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　   

清
水
公
雄
議
員

︵
問
︶
皇
子
原
公
園
の
修
繕
の
内
訳

は
。

︵
答
︶
県
道
か
ら
皇
子
原
神
社
へ
の

階
段
に
手
す
り
を
設
置
。
神
武
の
館

の
外
に
あ
る
手
す
り
の
改
修
。
高
床

の
東
屋
の
階
段
の
改
修
。
自
然
渓
流

釣
り
場
の
護
岸
の
改
修
で
あ
る
。

︵
問
︶
浅
野
温
子
さ
ん
の
読
み
語
り

の
経
緯
は
。

︵
答
︶
平
成
18
年
２
月
に
浅
野
温
子

さ
ん
か
ら
コ
ン
タ
ク
ト
が
あ
り
、
当

時
ワ
ン
ス
テ
ー
ジ
6
0
0
万
円
で
あ

っ
た
為
、
予
算
不
足
で
進
展
し
て
い

な
か
っ
た
。
今
年
、
県
か
ら
古
事
記

編
さ
ん
1
3
0
0
年
の
記
念
す
べ
き

年
に
高
原
町
を
ス
タ
ー
ト
と
し
た
女

優
浅
野
温
子
さ
ん
の
古
事
記
読
み
語

り
を
実
施
す
る
話
し
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
昇
議
員

︵
問
︶
外
国
人
登
録
事
務
費
の
増
減

は
。

︵
答
︶
法
改
正
に
よ
る
外
国
人
登
録

事
務
の
減
。
中
長
期
在
留
者
居
住
地

届
け
出
等
事
務
の
増
で
あ
る
。

平成２４年　第４回定例会議議決内容

平成２４年６月１４日（木）

議 案 番 号

議
決
結
果

議
決
結
果

件　　　　　名

承認専決処分について　平成２４年度高原町一般会計補正予算（第１号）承認第６号

可決高原町議会の議決すべき事件を定める条例の一部を改正する条例議案第41号

平成２４年６月１９日（火）

議 案 番 号 件　　　　　名

承認

承認

承認

承認

可決

専決処分について　高原町税条例の一部を改正する条例

専決処分について　平成２３年度高原町介護保険事業特別会計補正

　　　　　　　　 予算（第３号）

高原町税条例の一部を改正する条例

専決処分について　平成２３年度高原町一般会計補正予算（第１２号）

承認第２号

承認第４号

専決処分について　国民健康保険税条例の一部を改正する条例　承認第３号

承認第５号

議案第37号

可決

可決

可決

可決

可決

国民健康保険税条例の一部を改正する条例

平成２２年４月以降において発生が確認された口蹄疫に起因して生じた
事態に対処するための手当金等の交付を受けた場合における国民健康
保険税の減免に関する条例

高原町印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例

高原町過疎地域自立促進計画の変更について

平成２４年度高原町一般会計補正予算（第２号）

議案第38号

議案第39号

議案第40号

議案第42号

議案第43号

11

① 

松  

元  

茂  

春

② 

鹿  

嶋  

重  

明

③ 

温  

谷  

文  

雄

④ 

前  

原  

淳  

一

⑥ 

入  

佐  

廣  

登

⑦ 

北  

迫
　    

泉

⑧ 

中  

村
　    

昇

⑨ 

清  

水  

公  

雄

⑩ 

森  

山
　    

勇

⑤ 

宮  

司

① 

松  

元  

茂  

春

② 

鹿  

嶋  

重  

明

③ 

温  

谷  

文  

雄

④ 

前  

原  

淳  

一

⑥ 

入  

佐  

廣  

登

⑦ 

北  

迫
　    

泉

⑧ 

中  

村
　    

昇

⑨ 

清  

水  

公  

雄

⑩ 

森  

山
　    

勇

⑤ 

宮  

司

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席
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４
月
よ
り
開
催
し
て
お
り
ま

す
高
原
よ
り
ど
り
交
流
市
も
、

４
回
目
に
し
て
晴
天
に
恵
ま
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
来
場

者
、
出
店
舗
数
も
増
え
て
き
て

お
り
ま
す
。
こ
の
交
流
市
が
定

着
し
、
先
々
は
町
外
か
ら
の
来

場
者
も
増
え
て
、
高
原
町
内
が

活
気
あ
ふ
れ
る
町
に
な
っ
て
い

け
る
よ
う
、
町
民
皆
様
の
ご
意

見
、
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、

発
展
で
き
た
ら
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
に
実
施
し
ま
し

た
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
貴
重
な
ご
意
見
を
基
に
高

原
町
の
た
め
に
、
議
員
一
人
一

人
が
努
力
致
し
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま

す
の
で
、
体
調
管
理
に
気
を
つ

け
て
、
こ
の
夏
を
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

 

鹿 

嶋 

重 

明

社会福祉法人　報謝会社会福祉法人　報謝会

住宅型有料老人ホーム住宅型有料老人ホームおり鶴
おり鶴での風景おり鶴での風景

おり鶴では、何気ない普通の生活を心がけています。
気軽に外出したり、お茶会をしたり、買い物をしたり。
おり鶴は、生涯現役を応援します。

ＴＥＬ４２−５５５６　ＦＡＸ４２−５５５７　担当窓口：坂元　敏広まで

おり鶴　住宅定員数　２５名
みやま園デイサービスセンター「おり鶴併設」　一日定員数５０名
所在地　高原町大字広原４９６５−１

「介護のことでお悩みがありましたらお気軽にご相談下さい。」「随時、見学会行っております。」

つつじが綺麗だな お茶会でまったりと ひなたぼっこな一日

桜が満開 愛犬ハッピー 素晴らしい出来栄え

誕生会で盛り上がり 沢山ちぎり絵しました 七夕もみんなで作りました
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